


























































































































































































































































に対して、江戸幕府末期に鋳造された万延金貨 1両分 (万延二分判 2枚)の














































































通貨名 量目 (匁) 品位 (%)、純金 (匁) 品位 (%)、純銀 (匁)
天保小判 3.00 56.77、1.7031 42.86、1.2858
天保一分銀 2.30 0.21、0.0048 98.86、2.2738
米金貨 1ドル 0.45 90.00、0.4005 – –
米銀貨 1ドル 7.12 – – 86.50、6.1588
安政二朱銀 3.60 – – 84.76、3.0514



































=4枚の一分銀の価値、すなわち、1枚の量目 3匁の金貨 (金 56.77%、銀
42.86%)の価値=4枚の量目 2.3匁の銀貨 (金 0.21%、銀 98.86%）の価値と
いう関係から、以下のように求められる、
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芳郎 (1890)推計の 2000万両をはじめ、石井孝 (1940)の 30万両、石井寛
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